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(57)【要約】
　【課題】足置きの近傍領域を有効に利用し得る構成を
有したテーブルを提供する。
　【解決手段】天板１を主脚２により支持させてなるハ
イテーブルＡであり、着座者Ｍの足を置くことが可能な
足置き部４と、足置き部４よりも天板１の中央部に近い
位置に配設され内部に物品を収納可能な収納空間ｓｐを
有した物品収納部５とを備えている。物品収納部５は、
床面Ｆに対して起立し収納空間ｓｐを囲む周壁５１と、
足置き部４に隣接して配設され周壁５１により形成され
た開口部Ｊを開閉し得る蓋板５２とを備えたものとした
。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
天板を複数の脚により支持させてなるテーブルであって、
着座者の足を置くことが可能な足置き部と、少なくとも一部が前記足置き部よりも前記天
板の中央部に近い位置に配設され内部に物品を収納可能な収納空間を有した物品収納部と
を備えたものであり、
前記物品収納部が、床面に対して起立し前記収納空間を囲む周壁と、前記足置き部に隣接
して配設され前記周壁により形成された開口部を開閉し得る蓋板とを備えているテーブル
。
【請求項２】
前記天板の上面が、床面から８００ｍｍ～１０５０ｍｍの高さに設定されたものである請
求項１記載のテーブル。
【請求項３】
前記足置き部、前記周壁、及び、前記足置き部に対面する床面部分により囲まれており椅
子の脚羽根が侵入し得る脚羽根進入領域が形成されている請求項１又は２記載のテーブル
。
【請求項４】
前記蓋板の上面が、前記足置き部の上面と略面一に設定されている請求項１、２又は３記
載のテーブル。
【請求項５】
前記物品収納部が、前記収納空間の下側を覆う底壁を備えている請求項１、２、３又は４
記載のテーブル。
【請求項６】
前記天板と床面との間に介設され内部に配線を連通させ得る連通空間を有した配線支柱を
備えている請求項１、２、３、４又は５記載のテーブル。
【請求項７】
前記複数の脚が、少なくとも前後方向又は左右方向に対をなす脚を含んでなるものであり
、
前記対をなす脚の下部間が、板状をなす脚連結パネルにより繋がれているものであり、
前記脚連結パネルの一部が、前記周壁を構成するものである請求項１、２、３、４、５又
は６記載のテーブル。
【請求項８】
天板を複数の脚により支持させてなるテーブルであって、
着座者の足を置くことが可能な足置き部と、少なくとも一部が前記足置き部よりも前記天
板の中央部に近い位置に配設され内部に物品を収納可能な収納空間を有した物品収納部と
を備えたものであり、
前記物品収納部が、前記足置き部に隣接して配設された天壁と、この天壁の下に位置し床
面に対してスライド移動可能に収容された引き出しとを備えているテーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフィス等において好適に用いられるテーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、天板の高さが比較的高い位置に設定されているハイテーブルが知られている
（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　この種のハイテーブルでは、座の位置が高く設定された専用の椅子（ハイチェア）が使
用されることが多い。従来のハイテーブルには、ハイチェアに着座した着座者の快適な利
用に供するために、天板よりも下の領域における床面よりも上の位置に、着座者の足を置
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くための足置き部を設けたものもある。
【０００４】
　ところが、従来のハイテーブルは、足置き部の近傍領域、より具体的に言えば、足置き
部よりも下の領域や、着座者から見て足置き部よりも奥方の領域などが有効に活用されて
おらず、デッドスペース化してしまっているのが実態であった。
【０００５】
　なお、以上の事情は、必ずしも、天板の高さが比較的高い位置に設定されているハイテ
ーブルに限られるものではなく、一般的なテーブルにおいても同様である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１８－０７９０７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上のような事情に着目してなされたもので、足置き部の近傍領域を有効に
利用し得る構成を有したテーブルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、本発明は次の構成をなしている。
【０００９】
　請求項１に係る発明は、天板を複数の脚により支持させてなるテーブルであって、着座
者の足を置くことが可能な足置き部と、少なくとも一部が前記足置き部よりも前記天板の
中央部に近い位置に配設され内部に物品を収納可能な収納空間を有した物品収納部とを備
えたものであり、前記物品収納部が、床面に対して起立し前記収納空間を囲む周壁と、前
記足置き部に隣接して配設され前記周壁により形成された開口部を開閉し得る蓋板とを備
えているテーブルである。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、前記天板の上面が、床面から８００ｍｍ～１０５０ｍｍの高さ
に設定されたものである請求項１記載のテーブルである。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、前記足置き部、前記周壁、及び、前記足置き部に対面する床面
部分により囲まれており椅子の脚羽根が侵入し得る脚羽根進入領域が形成されている請求
項１又は２記載のテーブルである。
【００１２】
　請求項４に係る発明は、前記蓋板の上面が、前記足置き部の上面と略面一に設定されて
いる請求項１、２又は３記載のテーブルである。
【００１３】
　請求項５に係る発明は、前記物品収納部が、前記収納空間の下側を覆う底壁を備えてい
る請求項１、２、３又は４記載のテーブルである。
【００１４】
　請求項６に係る発明は、前記天板と床面との間に介設され内部に配線を連通させ得る連
通空間を有した配線支柱を備えている請求項１、２、３、４又は５記載のテーブルである
。
【００１５】
　請求項７に係る発明は、前記複数の脚が、少なくとも前後方向又は左右方向に対をなす
脚を含んでなるものであり、前記対をなす脚の下部間が、板状をなす脚連結パネルにより
繋がれているものであり、前記脚連結パネルの一部が、前記周壁を構成するものである請
求項１、２、３、４、５又は６記載のテーブルである。
【００１６】
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　請求項８に係る発明は、天板を複数の脚により支持させてなるテーブルであって、着座
者の足を置くことが可能な足置き部と、少なくとも一部が前記足置き部よりも前記天板の
中央部に近い位置に配設され内部に物品を収納可能な収納空間を有した物品収納部とを備
えたものであり、前記物品収納部が、前記足置き部に隣接して配設された天壁と、この天
壁の下に位置し床面に対してスライド移動可能に収容された引き出しとを備えているテー
ブルである。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明によれば、足置き部の近傍領域を有効に利用し得る構成すな
わち足置き部の近傍領域に物品収納部を有したテーブルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態を示す斜視図。
【図２】同実施形態における正面図。
【図３】同実施形態における背面図。
【図４】同実施形態における平面図。
【図５】同実施形態における底面図。
【図６】同実施形態における左側面図。
【図７】同実施形態における右側面図。
【図８】同実施形態における斜視図。
【図９】図４におけるＸ－Ｘ線断面図。
【図１０】図４におけるＸ－Ｘ線断面図。
【図１１】同実施形態における斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の一実施形態を、図１～１１を参照して説明する。
【００２０】
　この実施形態は、本発明を、オフィスにおいて使用されるテーブルたるハイテーブルＡ
に適用したものである。
【００２１】
　ハイテーブルＡは、天板１の高さを、一般的なテーブルの天板高さよりも高い位置に設
定したものである。すなわち、ハイテーブルＡは、天板１の上面が床面Ｆから８００ｍｍ
～１０５０ｍｍの高さに位置するように設定されている。この実施形態では、天板１の上
面の位置が床面Ｆから約１０００ｍｍの高さに設定されたものとなっている。（なお、一
般的なテーブルにおける天板の上面の位置は、床面から６７０ｍｍ～７２０ｍｍに設定さ
れている。）
　ハイテーブルＡの使用者は、床面Ｆに対して自立した状態で天板１の上面を使用したり
、ハイテーブルＡに対応させて座ｃ２の位置を高く設定した椅子たるハイチェアＣに着座
した状態で天板１の上面を使用したりできるようになっている。
【００２２】
　なお、図９、及び、図１０に示すように、ハイチェアＣは、先端部にキャスタｃａを配
してなる脚羽根ｃ１１、及び、当該脚羽根ｃ１１の中心部に立設され上下方向に比較的長
尺をなす脚支柱ｃ１２を有した脚ｃ１と、脚ｃ１に支持された座ｃ２及び背凭れｃ３とを
備えたものである。
【００２３】
　ハイテーブルＡは、天板１を、複数の脚たる四本の主脚２、及び、一本のサイド脚３に
より支持させてなるものである。ハイテーブルＡは、ハイチェアＣに着座する着座者Ｍの
足を置くことが可能な足置き部４と、少なくとも一部が足置き部４よりも天板１の中央部
に近い位置に配設され内部に物品Ｎを収納可能な収納空間ｓｐを有した物品収納部５と、
天板１と床面Ｆとの間に介設され内部に配線を連通させ得る連通空間ｒｔを有した配線支
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柱６とを備えたものである。
【００２４】
　以下、このハイテーブルＡの各構成について説明する。
【００２５】
　＜天板１＞
　天板１は、図１～１１に示すように、その上面が、床面Ｆから８００ｍｍ～１０５０ｍ
ｍの高さに設定され得るものである。天板１は、平面視において矩形状をなすメイン天板
Ｄと、メイン天板Ｄの一端から外方に延出したサイド天板Ｅとを備えたものである。この
実施形態では、メイン天板Ｄは、第一天板１１と、第一天板１１よりも小さな寸法すなわ
ち第一天板１１の略半分の幅寸法に設定された第二天板１２とによって構成されている。
第一天板１１と第二天板１２との突き合わせ端部の下面には、当該第一天板１１と第二天
板１２とを水平に連結するための天板支持プレート１３が取り付けられている。
【００２６】
　第一天板１１、第二天板１２、及び、サイド天板Ｅの各下面には、各天板１１、１２、
Ｅを水平姿勢に保持するための複数の支持ビーム１４が適宜の箇所に添設されている。天
板１は、天板支持プレート１３や支持ビーム１４に支持されることにより、当該天板１を
構成する第一天板１１の上面、第二天板１２の上面、及び、サイド天板Ｅの上面が、略面
一になるように設定されている。
【００２７】
　メイン天板Ｄの前後方向中間部には、配線を導入又は導出するための連通孔１１ａ、１
２ａが設けられている。連通孔１１ａ、１２ａの下には、メイン天板Ｄよりも下方に離間
させて配線の一部や電源タップの本体部分等を載置し得る載置台１１ｂ、１２ｂが設けら
れている。
【００２８】
　＜脚（主脚２・サイド脚３）＞
　複数の脚である四本の主脚２は、図１～３、及び、図５～１１に示すように、床面Ｆに
対して立設された柱状をなすものである。主脚２は、主としてメイン天板Ｄを支持するも
のである。主脚２の上端部は、ブラケットＢを介してメイン天板Ｄにおける四ケ所の角部
の下面に取り付けられている。
【００２９】
　主脚２は、上下方向に延びた四角柱状をなす主脚本体２１と、主脚本体２１の下端部に
螺合進退可能に取り付けられたアジャスタ２２とを備えてなる。
【００３０】
　前後に対をなす主脚２の下部間には、床面Ｆに対して起立した姿勢をなす脚連結パネル
Ｐが設けられている。換言すれば、対をなす前後の主脚２における下部間は、脚連結パネ
ルＰにより繋がれている。前後方向に対をなす主脚２は、左右の二箇所に配されている。
【００３１】
　脚である一本のサイド脚３は、主としてサイド天板Ｅを支持するものである。サイド脚
３の上端部は、ブラケットＢを介してサイド天板Ｅにおける下面に取り付けられている。
サイド脚３は、上下方向に延びた四角柱状をなすサイド脚本体３１と、サイド脚本体３１
の下端部に螺合進退可能に取り付けられたアジャスタ３２とを備えてなる。
【００３２】
　＜足置き部４＞
　足置き部４は、主としてハイチェアＣに着座した着座者の足が載せ置かれる部位をなす
。足置き部４は、図１～３、図５、及び、図８～１１に示すように、メイン天板Ｄの下に
設けられた略水平板状をなしたものである。足置き部４は、床面Ｆから離れた位置すなわ
ち床面Ｆよりも上に設けられている。足置き部４は、床面Ｆから約２８０ｍｍの高さに配
設されている。
【００３３】
　足置き部４は、メイン天板Ｄにおける前後の使用端縁Ｄｅに沿うように天板１の下に配
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設されている。足置き部４の外方端縁４ｅは、側面視においてメイン天板Ｄにおける前後
の使用端縁Ｄｅよりも内側（すなわちメイン天板Ｄの中央部側）に位置するように設定さ
れている。
【００３４】
　足置き部４は、物品収納部５を構成する周壁５１と、周壁５１における前周壁部５１ａ
及び後周壁部５１ｂの上に前後方向に長手をなすように架設された支持プレートＧの先端
部と、前後の主脚２の下部間を繋ぐ脚連結パネルＰの前部分及び後部分に支持されて略水
平の姿勢が保持されている。
【００３５】
　足置き部４は、物品収納部５から外方すなわち前方向及び後方向に向けて片持ち的に延
出した形態をなしている。なお、この実施形態では、足置き部４は、複数すなわち三枚の
略水平な足置き板４１を左右方向に並設することにより構成されている。
【００３６】
　＜物品収納部５＞
　物品収納部５は、図１～３、及び、図５～１１に示すように、内部に設けた収納空間ｓ
ｐに種々の物品Ｎを収容し得るように構成されている。物品収納部５は、床面Ｆに対して
起立し収納空間ｓｐを略矩形状に囲む周壁５１と、足置き部４に隣接して配設され周壁５
１により形成された開口部Ｊを開閉し得る蓋板５２と、周壁５１よりも内側すなわち周壁
５１により囲繞された範囲内に配設され収納空間ｓｐの下側を覆う底壁５３とを備えてい
る。
【００３７】
　換言すれば、物品収納部５は、物品Ｎが収納される収納空間ｓｐの上を覆う構成要素で
ある蓋板５２と、収納空間ｓｐの外周を覆う構成要素である周壁５１と、収納空間ｓｐの
下を覆う構成要素である底壁５３とを有しているものである。
【００３８】
　周壁５１は、壁状をなす前周壁部５１ａ及び後周壁部５１ｂと、前周壁部５１ａ及び後
周壁部５１ｂの側端部間に配された壁状をなす左右の側周壁部５１ｃとを備えている。前
周壁部５１ａ及び後周壁部５１ｂは、それぞれ複数すなわち三枚の周壁形成板５１ｄ、５
１ｅを左右方向に並設することにより構成されている。
【００３９】
　左右の側周壁部５１ｃは、脚連結パネルＰの中間部により構成されている。換言すれば
、一対の主脚２間を繋ぐ脚連結パネルＰの一部が、物品収納部５の周壁５１を構成したも
のとなっている。つまり、主脚２の強度を向上させるための脚連結パネルＰの一部が、物
品収納部５の周壁５１を兼ねたものとなっている。
【００４０】
　蓋板５２は、周壁５１により形成された開口部Ｊを閉塞し得る略水平板状のものである
。この実施形態では、複数すなわち六枚の蓋板５２により開口部Ｊを開閉できるように構
成されている。六枚の蓋板５２は、それぞれ別個独立に開閉できるようになっている。各
蓋板５２には、使用者が手を掛けて開閉作業を行い易くするための手掛け部５２ｂが設け
られている。この実施形態における手掛け部５２ｂは、蓋板５２の一端部に形成された切
欠部分により構成されている。
【００４１】
　なお、手掛け部５２ｂは、種々のものを適用することができるものであり、切欠部分に
限られるものではない。例えば、手掛け部５２ｂが、蓋板５２に穿設した孔であってもよ
いし、蓋板５２に取り付けられる部品（例えば、手掛け部分を有した部品等。）であって
もよい。
【００４２】
　蓋板５２は、その周縁部が周壁５１の上端縁、脚連結パネルＰの上端部、及び、周壁５
１に架設された支持プレートＧに支持され得るものとなっている。蓋板５２は、開口部Ｊ
を閉塞した状態において当該蓋板５２の上面が、足置き部４の上面と略面一になるように
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位置設定されている。つまり、蓋板５２の上面は、足置き部４の上面と略面一をなしてい
るため、着座者Ｍの足置き面としても有効に機能し得るものとなっている。換言すれば、
蓋板５２は、収納空間ｓｐを開閉する機能を発揮するだけでなく足置き部４の奥方に連設
された延長足置き機能も発揮し得るものとなっている。
【００４３】
　足置き部４の上面と物品収納部５における蓋板５２の上面には、床面Ｆと同様の図示し
ないシート状の表皮材が貼り設けられるようになっている。
【００４４】
　なお、支持プレートＧは、図８、及び、図１１に示すように、比較的短寸をなす支持プ
レート支持脚Ｈにより床面Ｆ上に上下方向に微調整可能に支持されている。支持プレート
支持脚Ｈは、支持プレート支持脚本体ｈ１と、支持プレート支持脚本体ｈ１の下端部に螺
合進退可能に取り付けられたアジャスタｈ２とを備えている。
【００４５】
　底壁５３は、周壁５１内の床面Ｆ上に載置されるものである。底壁５３は、収納空間ｓ
ｐに収納された物品Ｎの下に敷かれるものである。底壁５３は、略水平な板状をなす底壁
本体５３ａと、底壁本体５３ａの底面に下方に向けて突設された複数すなわち三つの短寸
脚５３ｂとを備えたものである。三つの短寸脚５３ｂは左右方向に延びる態様をなし底壁
本体５３ａに対して前後方向に一定の間隔をあけて配設されている。隣接する短寸脚５３
ｂ間の離間空間は、配線を連通させるための配線連通路５３ｃとして使用し得るようにな
っている。
【００４６】
　この実施形態では、周壁５１内に複数の底壁５３すなわち三枚の底壁５３が所定の間隔
をあけて床面Ｆ上に配されている。換言すれば、隣接する底壁５３間には、配線を通過さ
せることができるように床面Ｆと収納空間ｓｐとの間を連通し得る開口Ｋが形成されてい
る。なお、開口Ｋには、床面Ｆに対して起立する支持プレート支持脚Ｈの下端部や、配線
支柱６の下端部が配設され得るものとなっている。
【００４７】
　ハイテーブルＡは、図９、及び、図１０に示すように、足置き部４、周壁５１、及び、
足置き部４の下面に対面する床面Ｆ部分により略コ字状に囲まれハイチェアＣの脚羽根ｃ
１１が侵入し得る脚羽根進入領域ｓｎが形成されている。
【００４８】
　この実施形態では、脚羽根進入領域ｓｎは、足置き部４、周壁５１における前周壁部５
１ａ又は後周壁部５１ｂ、足置き部４の下面に対面する床面Ｆ部分、及び、左右に配され
た脚連結パネルＰにより、五面が囲まれてなる空間により構成されている。換言すれば、
物品収納部５の一端部すなわち前部に設けられた脚羽根進入領域ｓｎは前方にのみ開放さ
れたものとなっており、物品収納部５の他端部すなわち後部に設けられた脚羽根進入領域
ｓｎは後方にのみ開放されたものとなっている。
【００４９】
　＜配線支柱６＞
　配線支柱６は、図１～１１に示すように、メイン天板Ｄにおける前後方向中央部と床面
Ｆとの間に介在している。配線支柱６は、電源用配線や情報用配線等の種々の配線を床面
Ｆ側から天板１側に導くためのものである。また、配線支柱６は、天板１を支持する補助
脚的な役割又は共振抑制の役割を担い得るものである。配線支柱６は、略矩形筒状をなし
内部に配線を連通させ得る連通空間ｒｔが形成された配線支柱本体６１と、配線支柱本体
６１の下端部に螺合進退可能に取り付けられたアジャスタ６２とを備えたものである。
【００５０】
　配線支柱本体６１の上端部及び下端部には、配線を配線支柱本体６１内に導入し易くす
るとともに配線支柱本体６１内の配線を外部に導出し易くするための切欠部ｋｒが設けら
れている。
【００５１】
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　以上説明したように、本実施形態に係るハイテーブルＡは、天板１を複数の脚である主
脚２とサイド脚３により支持させてなるものである。そして、ハイテーブルＡは、着座者
Ｍの足を置くことが可能な足置き部４と、足置き部４よりも奥方すなわち天板１の中央部
に近い位置に配設され内部に物品Ｎを収納可能な収納空間ｓｐを有した物品収納部５とを
備えたものである。物品収納部５は、床面Ｆに対して起立し収納空間ｓｐを囲む周壁５１
と、足置き部４に隣接して配設され周壁５１により形成された開口部Ｊを開閉し得る蓋板
５２とを備えている。このため、足置き部４の近傍領域を物品収納部５として有効に利用
し得る構成を有したハイテーブルＡを提供することできる。
【００５２】
　すなわち、足置き部４に近い位置に、種々の物品Ｎを収容し得る物品収納部５を設けて
いるため、種々の物品Ｎを、使用者の近い位置に配置させることができるものとなってい
る。
【００５３】
　換言すれば、本件の発明者は、従来のテーブルにおいては使用者に近い位置であるにも
かかわらずデッドスペース化していた箇所を有効利用できる方途を見い出すことに成功し
た。すなわち、本実施形態におけるハイテーブルＡでは、物品収納部５を設けることによ
り足置き部４の近傍を有効利用できるようにしている。このため、物品収納部５の収納空
間ｓｐに、種々の物品Ｎを汚れたり損傷したりし難い状態で収容させることができるもの
となっている。
【００５４】
　つまり、従来は、オフィス内において、使用頻度が少ない割に比較的執務者の近くに配
置しなければならないような物品Ｎを保管させる場所を創出し難かったという問題があっ
た。しかしながら、本実施形態におけるハイテーブルＡであれば、天板１の下に位置する
物品収納部５に比較的大容量の物品Ｎを収納することができるため、物品Ｎを保管させる
場所の創出が好適に実現され利便性に極めて優れたものとなる。
【００５５】
　また、蓋板５２は、足置き部４に隣接して配設され周壁５１により形成された開口部Ｊ
を開閉し得るものとなっている。このため、物品収納部５の収納空間ｓｐに配置された物
品Ｎの出し入れも容易に実行することができるものとなっている。
【００５６】
　一例として例えば、物品Ｎが、使用者の手荷物や被服や身の回り品である場合には、必
要になった時に、天板１の下に位置する物品収納部５にアクセスして手荷物等を簡単に取
り出すことができるものとなっている。
【００５７】
　他の例として例えば、物品Ｎが、地震等の災害時に用いられる防災用品（例えば、ヘル
メットや懐中電灯や非常用飲食料品等）である場合には、災害発生時に天板１の下の下肢
空間に一時的に避難した流れから、そのまま、退避した箇所の直下に位置している物品収
納部５に収容された防災用品に速やかにアクセスすることができるものとなっている。
【００５８】
　天板１の上面が、床面Ｆから８００ｍｍ～１０５０ｍｍの高さに設定されたものである
。換言すれば、ハイテーブルＡにおいて物品収納部５を設けたものとなっている。このた
め、足置き部４と床面Ｆとの間に一定の空間が形成され易いものとなり、当該足置き部４
の近傍に位置させた物品収納部５が物品Ｎを収容し得る好適な高さ寸法を得易いものとな
っている。
【００５９】
　足置き部４、周壁５１、及び、足置き部４に対面する床面Ｆ部分により囲まれており椅
子であるハイチェアＣの脚羽根ｃ１１が侵入し得る脚羽根進入領域ｓｎが形成されている
。このため、ハイチェアＣの脚羽根ｃ１１を脚羽根進入領域ｓｎに進入させて、ハイチェ
アＣをハイテーブルＡに接近させることができるようになっている。
【００６０】
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　蓋板５２の上面が、足置き部４の上面と略面一に設定されている。このため、蓋板５２
は、足置き部４の奥方に位置し延長足置き部分としても機能し得る好適なものとなる。す
なわち、蓋板５２の上面が足置き部４の上面と略面一に設定されているため、着座者Ｍの
足を足置き部４よりも奥方に気兼ねなく伸ばすことができるものとなり、着座者Ｍの快適
な使用に供し得るものとなっている。
【００６１】
　物品収納部５が、収納空間ｓｐの下側を覆う底壁５３を備えている。このため、収納空
間ｓｐに収容された物品Ｎの下敷きとして有効に機能し得るとともに、床面Ｆ上に這わさ
れた配線類と物品Ｎとの接触も好適に回避し得るものとなっている。
【００６２】
　天板１と床面Ｆとの間に介設され内部に配線を連通させ得る連通空間ｒｔを有した配線
支柱６を備えている。このため、配線を床面Ｆ側から天板１側に好適に導くことができる
のみならず、天板１を支持し得る補助脚的な機能を好適に発揮し得るものとなっている。
【００６３】
　前後方向に対をなす主脚２を備えており、対をなす主脚２の下部間が、脚連結パネルＰ
により繋がれている。そして、脚連結パネルＰの一部が、周壁５１における側周壁部５１
ｃを構成するものとなっている。このため、対をなす前後の主脚２が脚連結パネルＰによ
り補強され、対をなす主脚２が床面Ｆに対して安定的に起立し得るものとなる。
【００６４】
　なお、本発明は、以上に詳述した実施形態に限られるものではない。
【００６５】
　テーブルは、天板の位置が比較的高く設定されたハイテーブルに限られるものではない
。すなわち、テーブルは、天板が一般的な高さに設定されたものであってもよい。
【００６６】
　テーブルの天板は、種々の形状のものを採用することができる。例えば、テーブルは、
矩形状の天板のみを有したものであってもよく、サイド天板やサイド脚を有したものでな
くてもよいのはもちろんのことである。
【００６７】
　足置き部は、板状の部材により構成されたものに限られない。例えば、単数又は複数の
棒状ないしフレーム状の部材を用いて着座者の足を置くことができるように構成されたも
のであってもよい。
【００６８】
　物品収納部は、少なくとも一部が足置き部よりも奥方すなわち天板の中央部に近い位置
に配されていればよい。例えば、天板の一側縁のみを使用端縁に設定したテーブルであれ
ば、反使用端縁と略同じ位置まで物品収納部を延設させてもよい。
【００６９】
　物品収納部の蓋板は、開口部を完全に閉塞するものには限られず、部分的に閉塞し得る
ものであればよい。また、蓋板として透明の板材を適用することにより、収納空間を視認
可能に構成してもよい。
【００７０】
　蓋板の上面は、足置き部の上面と略面一に設定されているものでなくてもよい。すなわ
ち、蓋板における上面の高さ位置と足置き部における上面の位置とが異なっているもので
あってもよい。より具体的に言えば、蓋板の上面の高さ位置が足置き部の上面よりも高い
位置に設定されているものであってもよいし、蓋板の上面の高さ位置が足置き部の上面よ
りも低い位置に設定されているものであってもよい。
【００７１】
　また、蓋板は、平板状のものでなくてもよく、全体的又は部分的に曲面状の部分や凹凸
状の部分を配してなるものであってもよいのはもちろんのことである。
【００７２】
　物品収納部は、底壁を備えていないものであってもよい。
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　物品収納部に収容される物品は収納空間に入り得るものであればどのようなものであっ
てもよい。例えば、着座者の手荷物や被服や身の回り品であってもよいし、災害時に用い
られる防災用品（例えば、ヘルメットや懐中電灯や非常用飲食料品等）であってもよい。
【００７４】
　配線支柱は、テーブルにおける必須の構成ではないことは言うまでもない。また、配線
を好適な外観を維持しつつ床面側から天板側に導くために、配線支柱とは異なる構成を採
用してもよいのはもちろんのことである。
【００７５】
　物品収納部が、内部に物品を収容し得る収納空間を有した引き出しを備えたものであっ
てもよい。すなわち、物品収納部が、足置き部に隣接して配設された天壁と、この天壁の
下に位置し床面に対して水平方向に移動可能に収容された引き出しとを備えているもので
あってもよい。天壁は、物品収納部における収納空間の上を覆い得る構成要素をなすもの
である。引き出しは、物品収納部における収納空間を形成し得るとともに当該収納空間の
外周及び下を覆う構成要素をなすものである。このように、物品収納部が、引き出しを備
えたものであっても、所期の目的を達成し得るものとなる。
【００７６】
　その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【符号の説明】
【００７７】
　１…天板
　２…主脚
　４…足置き部
　５…物品収納部
　Ａ…ハイテーブル（テーブル）
　Ｎ…物品
　ｓｐ…収納空間
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